
点などが明確な形で示される。

一方で「傷害予防」をねらいとし

た内容では、立位姿勢、足裏過重分

布、筋肉の張り、関節可動域、力の

使い方のチェックが行われる。これ

らの情報から骨・関節や筋肉へ偏っ

た負担がかかっていないかを探り、

既往歴や現在の状況などと照らし合

わせながら、行うべきストレッチン

グや補強トレーニング、そして正し

い身体の使い方などをアドバイスし

ていく。また、サッカーを熱心に取

り組む小・中学生には特に注意を払

いたいオスグッド（O s g o o d -

Schlatter disease）の有無は、超音

波エコー検査による画像で行ってい

る。本来この判断にはX線画像を用

いるのが主流であるが、超音波エコ

ー検査はX線による被爆がなく、人

体に無害であることから、このよう

な測定現場では使い勝手がよさそう

だ。オスグッドは、痛みとして症状

が出る前に、骨形状の異常を発見で

きる可能性があり、傷害を予防する

ツールとして今後さらに注目される

のではないだろうか。

以上のように行われた測定結果は、

学校を通して選手

個人にフィードバ

ックされ、自分の

身体を知ることに

つながり、日々の

練習で工夫すべき

点や、何に気をつ

ければいいのかと

いった意識レベル

の向上につながっ

ていく。

主催者側の立場

中学 1～ 3年生を対象に、横浜市ス

ポーツ医科学センターの施設を活用

し、スタッフの協力を得て、さまざ

まな測定が実施され、潜在的に持つ

傷害因子は何かを発見することで、

予防できるケガを未然に防ぎ、傷害

を引き起こすことがないように、ど

のようなトレーニングやケアを行え

ばいいのかを指導する。

実施される項目は、トップアスリ

ートも顔負けの本格的なものばかり

である。

「パフォーマンス向上」をねらいと

した内容では、運動能力測定と動作

分析を行っている。運動能力テスト

では、柔軟性、敏捷性、コーディネ

ーション能力、そして瞬発力とバネ

能力を計測している。

動作分析では、3次元モーション

キャプチャーという、普段学校など

ではほぼお目にかかることのできな

い、本格的なシステムを用いて、サ

ッカーの基本動作であるインサイド

キック、インステップキック、ヘデ

ィング動作の動きの流れを解析する。

見たい角度からフォームチェックす

ることができ、各運動局面での問題

●部活動サポート活動

横浜市では、横浜市スポーツ医科

学センターと連携して、市内中学で

部活動に励む中学生に対して「ジュ

ニアクリニック」を実施している。

発育・発達期の中学生を対象に、傷

害の予防や、パフォーマンス向上を

目的とした、市町村主催では国内初

である「ジュニアクリニック」を実

施する目的、さらに実際に行われて

いる内容をここで紹介する。

このクリニックは、横浜市スポー

ツ振興基本計画の一環として実施さ

れており、「運動部活動離れ」が進

みつつある傾向を打破するために、

「運動部に入らない理由」として、

上位に挙げられる「ケガなど傷害」

を予防することや、よりよいパフォ

ーマンス発揮に向けた正しい身体の

使い方をレクチャーすることを目的

としている。

横浜市内のサッカー部に所属し、

市内の選抜メンバーに選ばれている
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現場から

横浜市スポーツ医科学セン
ターでの中学生へのジュニ
アクリニック実施

脚伸展パワー測定や（写真左）、エコーを用いた骨形状測定（写真右）など本格的な横浜市のジュニアクリニック



●ワールドカップ

4 年に一度の世界最大の祝祭、

FIFAワールドカップが去る 6月 9日

にドイツで開幕した。

それまで冷え込む日が続いていた

ドイツ国内も、大会の熱気に煽られ

るかのように気温が上昇。好天にも

恵まれて、各都市はまさにサッカー

一色と化している。

2大会ぶりのヨーロッパ開催とい

うこともあり、押し寄せるサポータ

ーの数もすさまじい。ドイツの西隣

に位置するオランダからは、ブラス

バンドで盛り上げを演出。イングラ

ンドサポーターもご多聞に漏れず、

白い肌を真っ赤に染めながら、ビー

ル片手にパブを練り歩いている。

イタリアが勝った日などは、街を

走る車がクラクションで大音響を轟

かせる。開催国のドイツが勝てば、

若者が街の居酒屋で夜遅くまで大騒

ぎ。なんとドイツでは、16歳（！）

からお酒が飲めるのだ。

ただし、深いコクでとびきりうま

いドイツの地ビールは、実はスタジ

アムの中で楽しむことができない。

アメリカのビール会社である、アン

ハイザー・ブッシュがオフィシャル・

パートナーだからだ。生で試合を観

ながら飲めるのは、「バドワイザー」

だけという仕組みである。

ところがこの商標が、思わぬ波紋

を呼んでいる。

6月17日に、ドイツ南部のシュツ

ットガルトで行われた、オランダ対

コートジボワールの一戦。街にはバ

イエルン地方の伝統衣装である「レ

ーダーホーゼン」をはいたサポータ

ーであふれかえった。オレンジ色に

しっぽが着いたズボンで、これが実

にチャーミング。しかし、胸につい

から、久代雅之氏（横浜市市民活力

推進局スポーツ振興課長）は「競技

スポーツ、生涯スポーツというよう

にスポーツを二分して考えるのでは

なく、スポーツという広い枠組みで

捉えたときに、これからの世代を担

う中学生に対して、自分の身体を知

り、傷害を予防するためのきっかけ

づくりを行うことに意味があるので

はないか」とジュニアクリニックを

実施する目的を語り、さらにこうも

言う。「スポーツ強化に力を入れる

私立中学や高校だけでなく、公立中

学校でも同様の測定を受けるシステ

ムをつくりたかった」。

公立の中学校では、専門知識を持

った顧問がいなかったり、教員の異

動などにより、指導者確保という点

でも満足な環境であるとは言い難い

のが現状である。こうした点を打破

するための一環としても、横浜市で

は指導者を対象にした、栄養やトレ

ーニングについての知識を養う場と

して、講習会を定期的に設けるなど

さまざまな形で部活動支援が成され

ている。

2年目を迎える今年は、測定を受

けた生徒たちが定期的に訪れ、トレ

ーニングやストレッチなど個々の相

談に対処することを視野に入れると

ともに、中学生に対してよりわかり

やすい指導を行うためにスタッフが

どのように対処すべきかという点に

ついても、より細かく取り組んでい

くことが課題として掲げられている

そうだ。「少しずつ競技数を増やし

て、より多くの生徒たちにこうした

測定を実施していきたい」と久代氏

が言うように、今年からはサッカー

だけでなく、陸上競技、バスケット

ボールも対象に加えていく予定だ。

国内で初めての横浜市の取り組みは、

今後も大いに注目されていくのでは

ないだろうか。

た「Bavaria」は、オランダのビー

ル会社のロゴである。

大量に無料配布されたためにサポ

ーターが歩く広告塔と化し、スタジ

アムへの入場が認められなかったの

だ。結果的に多くのサポーターが、

下着姿で観戦するはめになってしま

ったという。

ホテルの宿泊料金も、長期滞在者

にとって悩みの種。各地で軒並み値

上げが進み、日本から予約したフラ

ンクフルトのホテルなどは、開幕日

の 9日を境に 1泊7000円から35000

円と 5倍に跳ね上がった。郊外まで

行けばリーズナブルなホテルもある

が、最寄り駅からトラムやバスを乗

り継ぐなど利便性に乏しい。

また、いつの大会でも問題となる

のが、観戦チケットだ。名義変更や

現地発券にも、開催地によって違い

がある。パスポートのコピーなどを

要求されることもあれば、チケット

を譲る理由を示した証明書が必要と

なることもある。チケットセンター

の場所も土地勘のない者にはわかり

づらく、試合の当日になって行列の

波に飲み込まれることも少なくない。

懸案だった入場時の IDチェック

は、それほど厳しくない。チケット

を改札機にかざすと、内部に埋め込

まれている ICチップが反応してゲ

ートが開く。係員がその場に立って

いるものの、さすがに数万人をさば

くには限度がある。ここまでの経験

上、名前の照合を求められたことは
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現場から

ドイツで見るワールドカップ
現地リポート

オランダ×コートジボアール戦が放映され
たケルンのパブリックビューイング



●アスレティックトレーニング

仙台大学では、ハワイ大学と提携

してインターネットを活用した遠隔

授業に取り組んでいる。ハワイ大側

で授業を担当している金岡友樹氏は、

アスレティックトレーニングに関す

る授業として、基礎解剖学、一般的

なスポーツ傷害とその処置について

などの授業を英語で行い、その授業

を日本の教室とインターネットで結

び、音声や映像を互いに見ながらの

講義が実施されている。現在金岡氏

は、ハワイ州立マキンリー高校でア

スレティックヘルスケアスペシャリ

ストとして勤務しており、実際のス

ポーツ現場で活動している本人から

の具体的で臨場感あるエピソードを

聞くことができるのも遠隔授業のメ

リットである。

こうした提携活動の一環として、

大学生への講義、中高生へのセミナ

ー、一般向けの講演会も実施してい

る。去る 5月30～ 6月 1日には、仙

台大学でハワイ大学大学院のアイリ

ス・F・キムラ博士（ATC、PT）を客

員教授として日本に招聘し、3日間

にわたり、中高生セミナーなどが実

施され、近隣の中学・高校生や教員

のほか、仙台大学の学生や教員など

多くの参加者が集まった。

2日目の31日には「ス

ポーツ傷害における予防

と処置」というテーマで、

中高生向けのセミナーが

行われた。キムラ氏はま

ず、アスレティックトレ

ーナーの役割やトレーニ

ングの概念について説明

し、さまざまなトレーニ

ングを紹介した。「子ど

ものうちに傷害予防をし

ない。

ただし、チケットが入手できなく

ても、ワールドカップは十分に楽し

める。各都市でパブリックビューイ

ングが開催されており、そのほとん

どが入場無料。コンサートが開かれ

るなど、家族やカップルでも楽しめ

る演出が目白押しとなっている。

数多くの飲食店が出店されており、

スタジアムでは飲むことができない

ドイツの地ビールが楽しめるのも、

パブリックビューイングならではの

魅力だ。

国内に鉄道網が張り巡らされてい

るドイツだが、時間には必ずしも正

確とはいえない。30分や 1時間の遅

れは当たり前。待っていた電車が、

そのまま運休となることもある。

とはいえ、車窓から臨む景色は、

そのマイナスを補って余りあるほど

美しい。ライン川沿いを走る列車か

ら望む、おしゃれな家並みや古城、

広大なブドウ畑は絶景だ。2等車両

の居住性も、1等のそれとほとんど

変わりがない。

しかし、試合の前後ともなれば、

サポーターで混雑するため注意が必

要である。18日の日本対クロアチア

の一戦では、開催地のニュルンベル

クに向かう電車が、まさにブルーに

染まった。座席はおろか、デッキの

みならず、自転車用の車両までが多

くの人でごった返したほどだ。

いずれにせよ、せっかくドイツに

来たのであれば、ライン川クルーズ

やロマンティック街道をたどってみ

るのも悪くない。パブリックビュー

イングやサポーターとの出会い、ワ

ールドカップの空気なら、どこに行

っても存分に味わえる。何せドイツ

は今、祝祭の真っ只中なのだ。（報

告者：岩本勝暁・スポーツライタ

ー）
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ハワイ大学と仙台大学の
提携活動の一環として

中高生向けに行われたキムラ氏によるセミナー

っかり行うことが重要」と話し、種

目特異性に応じた傷害予防の対策が

必要であると述べた。

最終日には「アメリカ本州とハワ

イ州におけるアスレティックトレー

ニングの歴史」をテーマとした講演

が行われた。アスレティックトレー

ナーになるためにはどのような教育

機関で学ぶ必要があるか、また大学

および大学院に認定カリキュラムが

それぞれ存在していることなど、ア

メリカの教育システムについて説明

した。

またキムラ氏は、NATA（全米ア

スレティックトレーナーズ協会）の

目標として、アスレティックトレー

ニング分野で学位をつくろうという

動きもあることを紹介した。

従来は可能であったPTクリニック

（アメリカにおいてPTは開業権を持

つ）で働いていたアスレティックト

レーナーの業務への医療費請求がで

きなくなったことを背景に、午前中

はPTクリニック、午後はスポーツ

現場という雇用形態での活動が厳し

くなっている現状も重要課題として

報告された。

また、ハワイ州ではすべての州立

高校の部活動でアスレティックトレ

ーナーの配置が義務づけられており、

州政府に働きかけて制度を確立して

いくまでの過程が説明された。



（ワイズ・アスリート・

サポート代表）の各氏。

それぞれの国における育

成年代の指導法が述べら

れた。

現ブラジル代表のロナ

ウドを育てたグレコ氏は、

12歳以下におけるフィ

ジカルトレーニングで注意を払うべ

きこととして、①選手が成長期にあ

るということ、②その時期に養うべ

き能力はコーディネーション能力で

あること、③選手を評価する際は選

手の置かれている立場を考慮すべき

であるということ、④選手を長期的

なプログラムで育てるという4点を

挙げた。「日本は 1日を 1タームで

プログラムを組むことが多いと聞い

ているが、私たちは 1週間を 1ター

ムとして考え、個々人に合わせた疲

労回復時間も考慮してプログラムを

組んでいる」と運動神経支配能力の

向上や、体力回復期を考慮した長期

的なコーチングが重要であると述べ

た。

プラウン氏は「育成年代のゲーム

分析の観方」と題し、「オランダサ

ッカー協会ではゲームを分析するこ

とを、とくに重要視している。ゲー

ム分析するために、試合開始から 5

～10分は、監督コーチはゲームを見

ることだけに集中してる」と言う。

分析がなぜ必要なのかをプラウン氏

は「能力のある選手を知るため、対

戦相手を知るため、監督・アシスタ

ントコーチとして自分のチームを試

合中にしっかり把握するため」と述

べる。6月12日に行われたワールド

カップの日本の対戦相手オーストラ

リア代表監督・ヒディンク氏は日本

戦の後半では的確な選手交代を指示

し、残り10分で 3得点を上げオース

トラリアを勝利に導いたが、ヒディ

ンク氏自身はオランダ出身である。

中学生や高校生にとっては、前提

となる知識がなければやや難しい内

容となったかもしれないが、終了後

には「ハワイからいらっしゃってお

話をしていただき、非常に刺激にな

った」と感想を述べた。

今回の講演から、提携関係を結ぶ

仙台大学でも、宮城県内をはじめ地

域におけるアスレティックトレーナ

ーとは何か、また、その必要性を理

解していただく活動とは何か、地域

の中高生に対するサポート活動とい

う構想を含め、さまざまな取り組む

べき課題があるのではないかと考え

させられる機会となった。

ハワイ大学との遠隔授業は、現時

点では座学中心であるが、夏休みに

はハワイでのスクーリングを予定し

ており、秋以降には実技も組み入れ

た授業を進めていく予定である

（報告者：深井麻里・仙台大学助手）

●コーチング

去る 6月 3日（土）、ファンルー

ツ・グラスルーツ広場（東京・中央

区）にて欧米における育成年代の指

導法をテーマとし、ジュニア年代の

指導にあたるコーチを対象に、ワー

ルドカップでも上位進出が有力視さ

れているブラジル、イングランド、

オランダのコーチを招いた「ワール

ドサッカー・フォーラム」（主催／

（株）ファンルーツ）が開催された。

講師を務めたのはブラジルのルイ

ス・グレコ氏（クルゼイロ・国際ユ

ース部門）、イングランドのリチャ

ード・ハーティス氏（マンチェスタ

ーユナイテッド・アカデミーGKコ

ーチ）、オランダはヤン・プラウン

氏（アヤックス国際ユース部門責任

者）、そして日本からは山本晃永氏

こうした点からもオランダの徹底し

た“分析”力が表れていると言える

のではないだろうか。

長期的な選手育成プログラムが必

要なゴールキーパーは「選手の“骨”

を診ることから始まる」とハーティ

ス氏は述べる。プレー中にGKの身

体の大きさが相手に与える影響を含

め、今後のプログラムを作成するう

えでも重要になる。そこで、骨密度

や骨年齢をあらかじめ把握してから、

個々人に合わせたプログラムが組ま

れていくのである。この他にも、GK

は重心の保ち方や移動が重要なポジ

ションであることから、空手や太極

拳を実践することもあるそうだ。

東京ヴェルディ1969、読売巨人

軍などのトレーニング指導を担当し

てきた山本氏は「ジュニア期のフィ

ジカルトレーニング」と題し、発育

発達過程による育成年代の分類を示

した。なかでも「ゴールデンエイジ

（小学校高学年）における神経網の

発達期に神経系のトレーニングを行

うことが大事」と述べ、コーディネ

ーション能力などを含め、動きやす

く安定したフォームづくりのための

トレーニングや、無理なく素早く動

くためのアジリティートレーニング、

ステップワークトレーニングなどの

ポイントを映像とともに解説した。

また 7日に東京体育館フットサル

場でグレコ氏が講師を務めて行われ

た実技指導は「ジュニア年代のフィ

ジカルトレーニング」をテーマに行

われた。クルゼイロにおけるコーデ
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4カ国による育成年代の
指導を学ぶ

実技指導にあたるグレコ氏



続いて行われている

もので、今回で 3回

目となる。あいにく

の雨模様にもかかわ

らず、小学生以下の

子どもとその親を中

心に1800人の参加

者が集まった。

今回はバレーボー

ル（NECブルーロ

ケッツ、FC東京バ

レーボールチーム）、

バスケットボール（トヨタ自動車ア

ルバルク）、ラグビー（東芝府中ブ

レイブルーパス、サントリーサンゴ

リアス）、サッカー（FC東京）の 6

チームが集まり、ふれあい体験のア

トラクションとして、参加者はバレ

ーボールではサーブやスパイク、バ

スケットボールではフリースロー、

ラグビーではタックルなどを楽しん

だ。1つのチームが子どもたちに対

して教室を開くケースはあるが、市

町村主催の企画で一度に複数のスポ

ーツ体験ができるのは珍しい。

さらに今回は、エキシビジョンマ

ッチとして、タグラグビーとバレー

ボールの試合が組まれ、バレーボー

ルではフロアに降りて応援すること

ができた。どちらも熱戦が繰り広げ

られ、参加者は現役スポーツ選手の

華麗なテクニックを観戦した。

主催側から山木健司氏（市教育委

員会生涯学習部体育課長）は「今年

度からスタートされたスポーツ振興

推進計画の中に『みるスポーツの普

及』も盛り込まれており、ちょうど

FC東京バレーボールチームが参加

することになり、NECとの試合が

実現した。一昨年からバスケットボ

ールスーパーリーグの試合も府中市

で開催している」と言う。また山木

氏は「タグラグビーは11月に大会を

開催するので、模範試合として普及

現場から

ィネーショントレーニングは、とく

にリズムを重要視し、まずボールを

使わずにサーキットトレーニングで

ボールを行った後、同じメニューを

ボールを使って行う。これは心肺機

能向上を目的としているのではなく、

あくまでも神経系と筋持久力系のト

レーニングなのだそうだ。このメニ

ューのポイントとしてグレコ氏は

「ボールを使わないトレーニングは

選手が飽きてしまう。そういったと

きに、苦しいけれど『楽しい』と感

じさせることができるかどうかとい

うことがコーチの役割でもある」と

話した。

練習中は笑顔を絶やさないグレコ

氏の姿がそうであるように、世界で

定評のあるコーチの多くが、選手が

が「楽しむ」ことを第一に考えてい

る。単に「楽に」ではない「楽しむ」

ということは、真に「プレーヤー」

を育てるという意識があるからでは

ないだろうか。

今回のフォーラムを企画した平野

淳氏（（株）ファンルーツ代表）は「日

本のグラスルーツレベルの指導者に、

世界 4カ国の指導方法を同時に情報

提供し、各国の違いを理解してもら

うことが大きな目的」と振り返る。

指導方法には何が正しいという答え

はないが、こうしたセミナーを通し

て選択の幅を広げていくことは、相

互理解へとつなげていくという重要

な意味があるのではないだろうか。

●地域との交流

去る 6月18日、東京都府中市総合

体育館にて、ボールふれあいフェス

ティバルが開催された。これは一昨

年に市制50周年記念として味の素

スタジアムで行われたものから引き

の一環にもなるのではないか」と話

し、スポーツ振興において、“みる”

スポーツと“する”スポーツの両方

にアプローチできるものとなった。

参加したバレーボールの福田誉選

手（FC東京）は「いつもの試合と

は違って、バレーボールを知らない

お客さんもたくさんいるようで、雰

囲気が違っていたが、これだけ多く

の子どもたちがみてくれているので

情けない試合はできないと思って全

力を尽くした」と話した。最後には

子どもたちのほか、各チームの選手

がソフトバレーボールに参加し、大

きな盛り上がりをみせた。

参加者からは「息子はバスケット

ボールを始めたばかりだが、バレー

ボールの試合を観戦して、わからな

いなりに『すごいね、面白いね』と

言っていた。選手の方々に教えても

らいながら遊んでもらってよかっ

た」と感想を話していた。

多くのスポーツチームを持つ府中

市。こうしたイベントを行うことで、

参加チームは地域からの関心を集め、

ファン獲得の機会ともなる。また参

加した地域の子どもたちはさまざま

なスポーツに触れ、高いレベルのプ

レーをみることができる。地域の特

色を十分に活用したイベントであり、

これからもふれあいの場として浸透

していくことだろう。
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ON THE SPOT

府中市ボールふれあい
フェスティバル開催

バスケットやサッカーなど 4つのスポーツを体験した府中市ボ
ールふれあいフェスティバル


